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	八重田ファーム
	農業・農産加工品を通じて、地域貢献・社会参加‼
	   八重田ファームは平成18年９月から農業型の事業所としてスタートしました。スタートの時点では、農福連携という概念はなく、下請け作業から自主製品への転換の一つとして 農業に取り掛かったのが始まりです。そのためか現在も農福連携ということにとらわれず、 利用者の充実した人生を過ごせるように、農作業を通じて成長を促し、生活面に反映し新しいことにも取り組み、より良い人生を過ごせるという気持ちで日々支援しています。    GAPの認証についても、商品価値を高めることより、利用者が日々自慢できる作業をしている証として取り組みました。1次産業の農業、2次産業の農産品加工も物つくりの流れを体感でき、商品として消費者に届け、喜んでもらえることを1番と考え、工賃については取り組んだ成果で良いものを安心安全に作っていれば、きちんとした報酬になると考えて います。    農福連携として取り組んでいると言えるようになったのは、4～5年前から医療少年院の在院生に実習という形で、農業体験をしてもらったり、医療少年院の農場で農業指導をし たりして卒院後の職業の選択肢として入れてもらえたことがあげられます。
	金胡麻（九鬼産業） ニンニク（辻製油） なばな・かぼちゃ（JA）
	松阪市八重田町31-6 TEL：0598-63-1551



